　　
通信　「所長のつぶやき」

第15回　優生思想について考える
　（１）　私と子ども
　　私の目の疾患は、先天性白内障と小眼球です。先天性白内障は遺伝性疾患です。若い頃、子どもができ
たら遺伝するのではないかと心配していました。「心配する」と書くと、自分の存在を否定するような感じもし
て嫌なんですが、やはり障害はない方がいいと思っていました。しかし、その一方で、「視覚障害は自分も経
験しているので、そう問題ではないか」と楽観的に考えることもありました。そして、実際に我が子が生まれ、
眼科の医師に、「目には問題はないですよ」と言われ、ほっとしている自分がいました。
　　　我が子が５歳になったばかりの頃です。目に出来物ができ、近くの眼科を受診したところ、医師に「お父
さん、この子、視力が出ていませんよ」と言われました。一方の目の視力が0.08しかなかったのです。原因
は白内障でした。びっくりしました。
　　　一般的には水晶体を摘出し、コンタクトレンズを使うのですが、私は全盲、妻は体調が悪く、コンタクトレン
ズの着脱などが難しい状況でした。診察してくださった医師のアドバイスにより、当時はほとんど行われてい
なかったのですが、５歳児で眼内レンズを使うことにしました。退院後の通院には私が付き添いました。息子
が高校生になるまで続きました。
　　　５歳の時に0.08しかなかった視力ですので、訓練しないといけません。医者は「視力が普通にある方の
目を隠して本を読んでください」と言いますが、息子は本など読みません。結局、当時流行っていたスーパー
ファミコンが訓練になりました。おかげで、高校に行く頃には0.8ぐらいの視力が出ていたと思います。
（２）　「すべて国民は、個人として尊重される」（日本国憲法第１３条）
　　　私は、障害がある人も人権が保障され、幸せに生きられる社会であってほしいと、就職以来、地元の視覚
障害者団体の役員を続けています。どんな命も平等に大切であることは頭ではわかっているつもりです。し
かし、いざ自分の家族のことになったらどうでしょうか。
　　　津久井やまゆり園事件から、今年７月で１０年になります。一度に１９人もの障害者が殺害され、障害者と
　施設職員２６人に重軽傷を負わせた事件です。犯人は「意思疎通のできない重度の障害者は不幸かつ社
　会に不要な存在であるため、重度障害者を安楽死させれば世界平和につながる」という思想を持っていま
した。事件の報道を聞いた時には、身の毛がよだつような恐ろしさを感じました。ヒトラーの障害者大量虐殺
にも通じるものです
　  ２０１８年には、旧優生保護法に基づき不妊手術を受けさせられたのは違法との裁判が起こされました。
　旧優生保護法は、「優生上の見地から不良な子孫の出生を防止する（第１条）」という目的を掲げて制定さ
れました。つまり、生まれつき「優秀な人」と「劣った人」がおり、「優秀な人」の子孫を残すことを奨励し、「劣
った人」の子孫を残すことを防ぐことで、人間の集団の改良を図るという考え方です。裁判は、２０２４年に最
高裁が国の賠償責任を認める原告勝訴の判決を出しました。
　　　しかし、「終末期延命治療の全額自己負担化」「高額医療費の限度額引き上げ」「高齢者医療費自己負
　担増額」など、「あなた方の命はいらない」とも取れる主張が目立つようになりました。新たな優生思想の表
れだと危惧しています。
　  私自身、ともすれば、優生思想に陥ってしまいそうになります。日本国憲法第13条にある「すべて国民は、
個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない
限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする」を力に、優生思想との決別を図っていきたい
と思います。　　
筆者　：　志水克典（岡山ライトハウス点字出版所　所長、元岡山県立岡山盲学校教頭）
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